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����������	 �
�����	�� ������	�� ������� ���	������望遠鏡は直径 �� �の鏡面を持

ち、現在世界最大のイメージング大気チェレンコフ望遠鏡 �������である。�����はその大口

径を活かし、エネルギー閾値を下げ �� ����� �、現在衛星実験と �����で観測されていない未

開拓エネルギー領域を観測する。

この論文では�����望遠鏡による最初の観測データを解析した結果を示す。データ較正の方

法としてミューオンによる絶対較正法を用いて、望遠鏡のフロントエンドからバックエンド�まで

の絶対較正を行った。この方法による ���カウントから光子数への変換因子の誤差は系統誤差

も含めて � 程度に抑えられている。これは他の系統誤差に比べて良い精度で絶対較正が行えて

いると言える。このミューオンによる絶対較正が正しいことが以下の �つの方法により確かめら

れた。

� イメージパラメータ分布を��と観測データとで比較。

� 宇宙線バックグラウンドの頻度を��と観測データとで比較。

� 高エネルギー � 線領域における標準光源であるカニ星雲からのフラックスを過去に得られ

た観測結果と比較。

いずれの比較も良く一致し、ミューオンによる絶対較正がうまく行っていることが分かった。こ

のミューオンによる絶対較正法が良い点は ���小さい誤差で絶対較正できることだけでなく、�!�

ミューオンは通常観測中にトリガーするので、この較正に特別な時間が必要ではない、���ミュー
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オンからのチェレンコフ光の波長スペクトラムは � 線シャワーからのものと似ている点など有利

な点が多い。この較正に使うことができるミューオンは ! "#程度で観測可能であり、��分程度

毎の観測で統計誤差を � 程度に抑えることができることから、��分程度毎の望遠鏡の絶対較正

が可能である。このことから、このミューオンによる絶対較正法は�����のような大口径チェ

レンコフ望遠鏡にとって非常に有用な較正法であると言える。

またインパクトパラメータ�が大きいミューオンはそのイメージが � 線に似て、�����のよう

な大口径の望遠鏡にとってバックグラウンドになる可能性があった。この影響を調べるために、

モンテカルロ ���� データを用いて定量的に調べた。その結果、インパクトパラメータが ���$�

�のミューオン像はエネルギーが約 �� ��% 程度の � 線と良く似たイメージを作り、バックグラ

ウンドとなることが確かめられた。この��からミューオンバックグラウンドは全頻度の約 �分

の �含まれることも分かった。このバックグラウンド除去可能性についても議論する。このこと

は次期将来計画をたてる上で重要である。

また、観測された約!時間のカニ星雲のデータを&��'�� (�	��
法という新しい解析方法を用い

て解析を行い、約 �� ��% � ! ��%エネルギー領域で信号を観測した。導出された微分フラックスは

� � ��� ��� 以上で、�� ������ ) ��	*+� �	���� ���� � ���
�� ����������� ,������
�� ��-

�� � ��� ,��� -�である。この ��� ��%以上の観測された微分フラックスは過去に観測された結

果と良く一致している。また !�� ��%以下の微分フラックスは単純な巾関数で表されず、カニ星

雲の加速モデル �..�モデル�が予測するフラックスと矛盾しない。

�望遠鏡とミューオンの走行軸までの距離


